
1．自己紹介
私は短大卒業後、地質調査及び環境調査を行う会

社に入社しました。その会社では約 10年間、主に
植生調査を担当し、現場を飛び回る日々を過ごしま
した。結婚を機に退職した後、2011 年に日本デー
ターサービス株式会社に入社しました。現在は、主
にアスベスト分析と水質分析を担当しています。
2．技術士を目指すきっかけ
私が技術士を目指したきっかけは、2人の先輩技

術士との出会いでした。
1人目は、応用理学部門の技術士で、国内外で広

く活躍されていました。その仕事ぶりに圧倒され、
技術士受験を決意しましたが、一次試験不合格の連
続で挫折し、技術士の夢を一度諦めました。
2人目は、現在働く会社の元上司です。建設部門

の技術士として、同じ女性技術者として生き生きと
働く姿に憧れ、自分も元上司のような格好良い技術
士を目指すために、再度受験することを決心しまし
た。
3．技術士試験について
(1)一次試験
一次試験は、前回受験での失敗を糧に勉強方法か

ら学びました。平日は隙間時間を活用、土日は図書
館に通い、3度目の挑戦で一次試験を通過すること
が出来ました。
(2)二次試験：筆記試験
一次試験合格後は、北見工業大学主催の『技術士

養成支援講座』を受講しました。
この講座では、担当講師が受験申込書の書き方、

回答論文の書き方等を丁寧に指導して下さり、回を
重ねるにつれ、返ってきた添削を読むことが楽しみ
になりました。
この講座の他には、SUKIYAKI 塾のセミナー及び

建設部門(建設環境)の受験生が集まる勉強会に参加
し、苦手科目に対応できる力をつけました。
学習を続けた甲斐あり、昨年 5回目の挑戦で筆記

試験を通過することが出来ました。
(3)二次試験：口頭試験
昨年 11/7、口頭試験の詳細を知らせる通知が届

きました。試験日時は、試験初日 11/30 の午前中
と分かり、頭が真っ白になりました。その時点で、
試験本番まで 3週間を切っていたのです。
その後は、口頭試験対策に明け暮れ、体重が急激

に落ちるほど過酷な日々を過ごしました。
苦手な面接に対応するために、Web を含めた

16 回の模擬試験を受けました。模擬試験は全て録
音して内容を聴き返し、弱点をあぶり出しました。
また、録音を元に問答集を作り、練習を繰り返し

ましたが、東京に出発する直前までは、講師がハラ
ハラする程散々な出来でした。本番前日は、宿の洗
面所の鏡に向かい、ひたすら練習を続けました。
最後まで諦めなかったことが功を奏したのか、口

頭試験本番はあっという間に終わり、狐につままれ
たような感覚で会場を後にしました。
3/14 の合格発表までは、どこか落ち着かない気

持ちで日々を過ごし、合格が判った時には、心底ほっ
としました。
4．今後の抱負
技術士合格に至るまでは、多くの先輩技術士から

ご尽力を頂きました。また、勉強会の仲間達と切磋
琢磨することで多くの物を得ることが出来ました。
自分一人の力だけでは、決してここまでたどり着

けなかっただろうと思います。
お世話になった皆様へ深く感謝申し上げます。
技術士として新たなスタート地点に立った今、こ

れからも感謝の気持ちを忘れずに精進します。
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